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（趣旨） 

第１条 この規程は、和歌山大学教育学部教員選考規則第１条第２項及び第３項並びに国立大学

法人和歌山大学特任教員雇用規程第４条の２の規定に基づき、専門職大学院設置基準（平成１

５年文部科学省令第１６号）第５条第３項に定める専任教員又は特任教員（専門職大学院に関

し必要な事項について定める件（平成１５年３月３１日文部科学省告示第５３号）第２条第２

項に該当する者をいう。以下同じ。）である和歌山大学教職大学院実務家教員候補者（以下「候

補者」という。）の選考手続きに関し必要な事項を定める。 

（選考） 

第２条 候補者の選考は、別に定める和歌山大学教職大学院実務家教員選考基準に基づき、国立

大学法人和歌山大学教員組織運営委員会（以下「教員組織運営委員会」という。）が行う。 

（選考の開始） 

第３条 教育学部長（以下「学部長」という。）は、教職大学院から実務家教員の採用の申し出が

あったとき、教育学部人事協議会（以下「人事協議会」という。）に発議し、協議の結果を教育

学部教授会（以下「教授会」という。）に諮る。 

２ 学部長は、教授会で実務家教員の採用が承認されたときは、教員の採用案として教員組織運

営委員会あてに提出する。 

（人事交流による専任教員の選考手続き） 

第４条 人事交流による専任教員の採用について、教員組織運営委員会の承認が得られた場合、

候補者の選考は、次の手順で行う。 

（１） 学部長は、教職大学院及び和歌山県・和歌山市教育委員会等の関係教育機関との協議

を通して選考を行い、適格者を選出する。 

（２） 学部長は、前号で選出した適格者を採用候補者として教員組織運営委員会に推薦する。 

（特任教員の選考手続き） 

第５条 公立学校の校長等の経験を有する特任教員の採用について、教員組織運営委員会の承認

が得られた場合、候補者の選考は、次の手順で行う。 

（１） 学部長は、和歌山県・和歌山市内の公立学校の校長を定年退職した者若しくは定年退

職予定の者で、教職大学院での勤務を希望する者の中から、当該教職大学院との協議を

通して選考を行い、適格者を選出する。 

（２） 学部長は、前号で選出した適格者を採用候補者として教員組織運営委員会に推薦する。 

第６条 前条に定める場合を除く特任教員の採用について、教員組織運営委員会の承認が得られ

た場合、候補者の選考は、次の手順で行う。 

（１） 教員組織運営委員会から採用に関する選考委員会の委員の推薦を求められた場合、学

部長は教職大学院と相談のうえ、同委員を推薦する。 

（２） 学部長は、選考委員会から候補者の選考結果の回付を受けたときは、人事協議会又は

教職大学院に意見を聴くことができる。 

（その他） 
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第７条 この規程に定めるもののほか、実務家教員の選考に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規程は、平成２７年３月１９日から施行し、平成２７年１月９日から適用する。 

附 則（平成３０年７月２７日一部改正：法人和歌山大学規程第２０８５号） 

この改正規程は、平成３０年７月２７日から施行する。 

附 則（令和２年３月２７日一部改正：法人和歌山大学規程第２２４４号） 

この改正規程は、令和２年４月１日から施行する。 

 


